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1．はじめに
　国立近現代建築資料館（以下「資料館」）は、坂倉家より
寄贈の坂倉準三建築研究所から引き継がれた図面群を
所蔵している（2014年12月贈与契約締結）。その中に、
ル・コルビュジエ事務所（Atelier Le Corbusier）固有の図
面タイトルが記された国立西洋美術館（以下「西洋美術
館」）の建築設計図面が存在する。この図面タイトルはプ
ロジェクト名を示すアルファベットと数字からなり、
1920年代半ばからル・コルビュジエ事務所において
オーソライズされた図面に記されるようになった。当初
は3桁であった数字が後に4桁に変更された。西洋美術
館ではMu.TO.と4桁の数字から構成される（以下「Mu. 

TO. ****」と表記）。
　ただし、資料館が所蔵する（以下「資料館蔵」）西洋美術
館の図面が 1 ）どのような経緯で制作され、2 ）ル・コル
ビュジエ事務所（Atelier Le Corbusier）から送付された建
築図面とどのような関係にあるのか、3 ）さらにいえば、
送付図面の元になったル・コルビュジエ財団（Fondation 

Le Corbusier）所蔵の図面（原図）とどのような関係にある
のかについては必ずしも明確ではない。
　本報告は、この点を明確化するため、現時点で追える
範囲で調査を行い、その結果をまとめたものである。調
査方法は以下の通りである。
1 ）複数の先行研究を参照しつつ、ル・コルビュジエ事
務所から日本に送付された図面群の全容を整理する。

併せて、上記送付図面とその原図にあたるル・コルビュ
ジェ財団所蔵の図面との対応関係を明らかにする。

2 ）  資料館蔵の図面と上記の送付図面との関係、具体
的には前者が後者と同一なのか、あるいは前者が後
者の複製であるのか、だとするならどのような手段
で複製されたのかについて検討する。

2．日本に送付された図面群
　ル・コルビュジエ事務所での原図にあたる図面の作
成、日本への送付の経緯、その内容については、寺島
（2009）が最も詳しく、加藤（2017）は、巻末に収められ
た福田作成の年表に記されたメゾニエの図面も含めて、
送付図面についての整理を行っている。
　その他、付け加えるなら、藤木（2011）には、日本に
送付された図面がどのようなものであり、どのように加
工されて利用されたかについての記述がある。千代
（2016）および寺島・千代（2017）には、ル・コルビュ
ジェ財団所蔵（以下「財団蔵」）の西洋美術館図面に加え
て、西洋美術館実現に関連する書簡撰に加えて1956年
7月10日付の「東京、西洋美術館の建設に関するル・
コルビュジエの注釈（note）」（以下「注釈」）が掲載されて
いる。
　本資料紹介では、資料館蔵の図面と比較するため、日
本に送付された図面について、a）その送付日時、b）そ
の形式（原図或いは青焼き図面〔青図〕1）、c）送付部数に着
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目して、重複を恐れず再整理を行った。その結果は以下
の通りである。
　寺島によれば、図面送付は基本設計図1回と実施設
計図3回であり、その内容を整理すると以下のようにな
る（寺島, 2009, p. 148）。
　以下、送付はフランスにおける送付日、受領は日本に
おける受領日をさす。
1 ）基本設計図送付
 1956年7月18日、在仏西村大使がル・コルビュジエ

より基本設計図3枚（Mu. TO. 5400–5402）を受け取
り、日本へ送付（8月9日受領）2。

2 ）実施設計図送付
a. 1957年3月30日、在仏古垣大使がル・コルビュジ
エより実施設計図9枚（Mu. TO. 5481–5489）［平面

図6枚と断面図3枚］の青焼き図面（青図）2部を受け
取り、日本へ送付。4月10日文部省受領（［］内筆者
挿入）。

b. 1957年5月9日、図面11枚（Mu. TO. 5581–5589）

表 1　日本に送付された図面群

図面タイトル 財団対応図面 日付（作成年月日） 図面名称／備考

Mu.TO. 5400 FLC 24615 1956 年 7 月 9 日 文化センター全体配置図
（plan d'ensemble）

Mu.TO. 5401 FLC 24616A 1956 年 7 月 9 日 第 3, 4, 4bis, 
5 層平面図

Mu.TO. 5402 FLC 24617A 1956 年 7 月 9 日 断面図AA, BB

Mu.TO. 5481 FLC 24618A 1957 年 3 月 26 日  第 2 層平面図／
グランドレベル

Mu.TO. 5482 FLC 24619A 1957 年 3 月 26 日 第 3 層平面図／
展示ギャラリーレベル

Mu.TO. 5483 FLC 24621A 1957 年 3 月 26 日 第 4 層平面図／
中 3 階レベル

Mu.TO. 5484 FLC 24622A 1957 年 3 月 26 日 第 5 層平面図／
屋上レベル

Mu.TO. 5485 FLC 24623 1957 年 3 月 26 日 南東立面図

Mu.TO. 5486 FLC 24624 1957 年 3 月 26 日 南西立面図

Mu.TO. 5487 FLC 24625 1957 年 3 月 26 日
標準断面図

（coupe standard）／
展示ギャラリー

Mu.TO. 5488 FLC 24625 1957 年 3 月 26 日 19 世紀大ホール
断面図

Mu.TO. 5489 FLC 24627 1957 年 3 月 26 日 19 世紀大ホール
断面図

Mu.TO. 5509 FLC 24628 1957 年 5 月 2 日 北東立面図

Mu.TO. 5510 FLC 24629 1957 年 5 月 2 日 北西立面図

Mu.TO. 5526 FLC 24630 1957 年 6 月 13 日
外壁施工例（Variente 

pour la construction des 
facades）
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に加えて、Mu. TO. 5509–5510［立面図］の青焼き
図面（青図）2部を送付。5月29日に受領（［］内筆者
挿入）。

c. 1957年6月8日、在仏大使が9枚の図面（Mu. TO. 

5481–5487、5509–5510）図面1部と付属説明書2
部を受け取り、6月14日送付（6月26日受領）。加え
て巻末の年表には下記の設備関連、ファサードの
詳細について記した図の送付が記されている。
「1957年6月14日［ル・コルビュジエ事務所の担当者

の］メゾニエ、吉阪へ照明、ガラスパネル、空調設
備等の詳細及びファサードに関する図面（Mu. TO. 

5526）を送付［受領日の記載なし］」（［］内筆者挿入）。
　以上の送付図面については、対応する原図が財団に
所蔵されている。それぞれの財団図面番号と日付（作成
年月日）を示すと表1のようになる。

　次に当時の坂倉事務所の所員で西洋美術館の設計を
担当した藤木による情報を加える。それによれば、

表 2　資料館蔵の図面群

図面タイトル 資料館蔵図面 建築資料館図面番号
（仮） 財団対応図面 日付（作成年月日） 図面名称／備考

Mu.TO. 5400 501- 02- 056 FLC 24615 1956 年 7 月 9 日 文化センター全体配置
図（plan d'ensemble）

Mu.TO. 5401 501- 02- 055 FLC 24616A 1956 年 7 月 9 日 第 3, 4, 4bis, 5 層平面図

Mu.TO. 5402 501- 02- 054 FLC 24617A 1956 年 7 月 9 日 断面図AA, BB

Mu.TO. 5481 501- 02- 045 FLC 24618A 1957 年 3 月 26 日 第 2 層平面図／
グランドレベル

Mu.TO. 5482 501- 02- 043 FLC 24619A 1957 年 3 月 26 日 第 3 層平面図／
展示ギャラリーレベル

Mu.TO. 5483 501- 02- 044 FLC 24621A 1957 年 3 月 26 日 第 4 層平面図／
中 3 階レベル

Mu.TO. 5484 501- 02- 042 FLC 24622A 1957 年 3 月 26 日 第 5 層平面図／
屋上レベル

Mu.TO. 5486 501- 02- 052 FLC 24624 1957 年 3 月 26 日 南西立面図

Mu.TO. 5487 501- 02- 053 FLC 24625 1957 年 3 月 26 日
標準断面図

（coupe standard） ／
展示ギャリー
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図 1　ル・コルビュジエ事務所で使用されたステンシル・プレート（複製）

図 3　資料館蔵の実施設計図（Mu. TO. 5482，5484 部分）

501-02-043（部分）

資料館蔵（坂倉家より寄贈）の実施設計図（部分）

001-02-042（部分）

図 2　財団蔵と資料館蔵の図面の比較（Mu. TO. 5401 部分）

ル・コルビュジエ財団蔵
FLC24616A（部分）

資料館蔵（坂倉家より寄贈）
501-02-055（部分）
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1956年7月に「到着した（ママ）」した「3枚の図面」は
「青写真（青図）」であり、「トレースされ、焼き増し後、関
係者にくばられた」と記されている（藤木, 2011, p. 124）。
これは、上記 1）の基本設計図に相当すると考えて間違
いない。
　また、実施設計図（藤木は「基本設計」と記しているが、こ
こでは寺島にならって「実施設計」とする）については、「基
本設計（ママ）は1957年4月から6月にかけて到着。図
面11枚、縦ダクト内合わせ図、設計説明書（A4変形）、
第2原図だ」（藤木, 2011, p. 128）と記されている3。これ
は、その内容が図面11枚に加えて設計説明書を含むこ
とから、上記の2章2）の実施設計図送付における b. 
c.を合わせたものに相当すると考えられる。

　以上の送付図面についてまとめると、以下のようになる。
1 ）  ル・コルビュジエ事務所から送付された図面は、
コルビュジエ事務所の図面タイトルMu. TO. 5400–
5402（作成年月日：56年7月9日）の基本設計図3枚に
加えて、Mu. TO. 5481–5489（作成年月日：57年3月

26日）9枚とMu. TO. 5509、5510（作成年月日：57年

5月2日）のそれぞれ北東と北西の立面図2枚、そして
Mu. TO. 5526（作成年月日：57年6月13日）である。
Mu. TO. 5526は単独で送付されただけでなく、書式
が著しく異なっており、補足的な図面と考えられる。

2 ）  基本設計図3枚（Mu. TO. 5400–5402）は青焼き図面
（青図）1部が送付、実施設計図9枚（Mu. TO. 5481–

5489）については青焼き図面（青図）が計 4部、Mu. 
TO. 5509–5510については、青焼き図面（青図）2部
が送付されたことになる。

3 ）  別途、1957年6月8日に図面9枚（Mu. TO. 5401–

5407、5409–5510）が 1部送付されているが、体裁は
詳細不明である。後述の藤木のいう第2原図がこれ
に当たる可能性がある4。

3．資料館蔵のル・コルビュジエ事務所由来の
　  西洋美術館図面
　資料館蔵の図面を調査した結果、ル・コルビュジエ事
務所に由来する痕跡をとどめる図面、すなわちル・コル
ビュジエ事務所固有の図面タイトルと「Le Corbusier」の
署名（らしきもの）が記された図面は9枚に限定されるこ
とが判明した（表2）。

　以上の資料館蔵の図面はすべてトレーシングペー
パーに手描きであり、「Le Corbusier」の署名らしきもの
が記されているため一見すると原図に見える。しかし、
調査結果は以下の通りである。

　まず第一群の図面（Mu. TO. 5400–5402）について、財
団蔵図面との比較調査結果について述べる。
1 ）資料館蔵のMu. TO. 5400からMu. TO. 5402の3
枚はインキングされた図面であり、図面タイトル（Mu.

TO. ****）の記載がいずれも財団固有の書式であるス
テンシル・プレート（型板）を用いた転写ではなく、手
描きの痕跡がある。（図1,  図2）

2 ）資料館蔵の図面のテキスト部は、斜体の手描き文字
で書かれている。対して財団蔵の原図のテキスト部
は立体のタイプライターによる印字、もしくはその
カーボンコピーである（図2）。

3 ）前述のように、日本に送付された図面は青焼き図面
（青図）であり（藤木, 2011, p. 124）、日本に送られた原
図は存在しない。

4 ）以上から、資料館蔵の図面はコルビュジエ事務所で
作成されたオリジナルの図面でなく、（日本において）
人間の手によってトレースされたものであると判断
される．したがって、「Le Corbusier」という署名も精
巧なトレースと考えられる。

　次に第 2 群の図面（Mu. TO. 5481から5484、5486、

5487）についての財団図面との比較結果について述べる。
これについては、青焼き図面（青図）が送付されている（寺
島, 2009, p. 148）。付言するなら、藤木は第2群の図面群
について「第2原図」と記していた（藤木, 2011, p. 128）。
　対して資料館蔵の図面はトレーシングペーパーへの
手描きトレースである。「Mu. TO. ****」のポシェ（黒塗
り）部分もステンシル転写ではなく、鉛筆描きの痕跡が
認められる。また、財団蔵におけるタイプ原稿部分につ
いては、斜体だけでなく立体で精巧にトレースされた
ものも存在する（図3）。
　したがって、資料館蔵図面は藤木が記載した第2原
図とは考えられない。寺島が記載した青焼き図面（青図）
か藤木が記載した第2原図のトレースと考えられる。

4．結論
　資料館蔵の「Le Corbusier」の署名らしきものが記さ
れた図面群について以下が明らかになった。
1 ）資料館蔵の図面群は日本に送付された基本設計図

3枚（Mu. TO. 5400–5402）と実施設計図9枚（Mu. TO. 

5481–5489）の一部 6枚（Mu. TO. 5481–5484、5486、

5487）の計9枚に対応する．
2 ）上記の基本設計図3枚に対応する図面については、
藤木が記載した「トレースされ」た図面である可能性
が高い。
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3 ）1957年の4月から6月に送付された実施設計図に
ついて、資料館蔵図面には「第2原図」は存在しない。

4 ）以上から資料館蔵の図面の中はいずれも日本に送
付された図面そのものではなく、ル・コルビュジエの
署名やル・コルビュジエ事務所における日付（作成年
月日）を含めて人間の手によってトレースされた複製
図面であると判断できる。したがって、資料館蔵図面
に記載された日付（年月日）は複製図面（資料館蔵図面）
の作成年月日を示すものではない。

5 ）資料館蔵の図面は、坂倉事務所における西洋美術
館の設計過程において、人間の手による図面複製が
行われたという当時の設計作業工程を示す具体的な
証拠となっている。

注
1 寺島（2009）は「青焼き図面」と表記している。ただし、

寺島のいう「青焼き図面」は陰画である。資料館では青
地に白の線図（陰画）を「青図」、白地に青の線図（陽画）
を「青焼き図」と区別しているので、青焼き図面（青図）
と表記する。

2 寺島・福田は図面送付について「7月18日、在仏西村大
使、ル・コルビュジエより基本設計図3枚（Mu. To. 
5400–5402）を受け取り、日本に送付」と記している
（寺島, 2009, p. 148）。また、送付された図面（Mu. TO. 

5400–5402）には1956年7月9日の日付が記されてい
る。そのうちMu. TO. 5400 は『全作品集1952–1957』
に掲載された（ボジガー, 1997, p. 166）。また、同図面
の送付に添付された1956年7月10日付の「東京、西洋
美術館の建設に関するル・コルビュジエの注釈（note）」
（以下「注釈」）が存在し、そこには以下のように記され
る。「25枚の図版［planches］からなるCIAMグリッド［la 
grille CIAM］と数葉の計画図［plans］の形で提出された
計画［projet］は、1955年12月からのすべての検討を示
している」（筆者訳）。注釈の「数葉の計画図」が送付図面
に対応する。

3 寺島（2009）には「第2原図」という記載はない。本稿の
2章日本に送付された図面群、2）実施設計図送付a. b. 
にあるように4月、5月受領の図面は「青焼き図面（青
図）」としている。「青焼き図面（青図）」という明示的な
記載がないのはc. にある6月受領の図面のみである。

4 ここでの「基本設計」とは図面タイトルから寺島（2009）
における「実施設計図」にあたる。すなわち、送付され
た図面は青焼き図面（青図）か第2原図ということになる。
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